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レポートＮ０．Ａ２ 

─כ◌כ꞉☻כ◔ ≤ 

─☻ⱦכ◘▬♦  

 

 

ǶǟȈǲ 

突然ですが・・・障害福祉の担当部署の仕事とは？ 

 

ǉȒ ► ǵʝ ֓  

ה  

日中は、電話・窓口等でほとんど仕事ができない。繁忙期には、座る間もなく窓口で申

請を受付することもあり、多ければ一日に一人で２０件以上（１件約５分～６０分）を受

けることもある。電話がつながらないという苦情も多い。 

 

☻כ◔ה   

訪問をして、本人の状態を把握し、必要な障害福祉サービスを検討。本人・家族の話だ

けでは状態を把握し辛い（例えば、本人が病気の意識を持っていない、家族も障害がある

等）場合には、特別支援学校、障害者生活支援センター、障害者施設職員、医療機関等と

連携し、ケース検討会議を開くこともある。 

⇒高度な福祉の専門性が必要であるにも関わらず、配置は一般行政職の割合が多い。 

 

ὡ ȯɶȷɭɶȩɶǵὕ ֓  

ה ▪fi◔כ♩─ ╟╡  

◎ ２０１５年１１月にさいたま市各区を含む県内４０市（４９福祉事務所）、２３町村に

アンケートを送付し、３９市（区）町村、２５３名から回答あり。 

◎ 超勤が多く、過労死ラインと言われる月８０時間以上の超勤者が１３名いる。 

 

ὡ Ѱ↓ǵẀ  

─  

２００６．４．１  障害者自立支援法施行 

 →従来の応能負担から原則１割の定率負担（応益負担）への改悪等に対し、全国で訴訟 

２０１２．１０．１ 障害者虐待防止法施行 

２０１３．４．１  障害者総合支援法施行 
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２０１６．４．１  障害者差別解消法施行 

⇒ 毎年のように制度が変わり、市の担当者はその都度業務量が増え、障害者虐待防止の

取り組み等のきめ細かな支援・福祉の専門性が求められるようになっている。 

⇒ 津久井やまゆり園での殺人事件は、障害者差別解消法が施行されて４ヶ月も経たない

うちに起きてしまった（２０１６年７月２６日）。 

 

─  

２０１４．４．１    タクシー券・自動車燃料費について市民税課税者は対象外 

２０１４．１２．３１ 難病患者見舞金・難病患者手術見舞金制度廃止 

２０１４．１２．３１ ６５歳以上新規障害者手帳取得者は、心身障害者医療対象外 

２０１６．３．３１  ６５歳以上新規障害者手帳取得者は、心身障害者福祉手当対象外 

⇒ 年々給付が縮小されていく中で、「市の財源が限られているから仕方ない」という意識

になってしまう職員もいる。本来、「障害」は社会の中にあり、当事者の責任は全くなく、

社会が「障害」を取り除くことで、誰もが暮らしやすい社会を作るべきである。年齢や

所得によって障害の区別はできない。  

 

♥ ɅȢȳɶɑȷǵ ό 

 │≥☻ⱦכ◘▬♦

主に小学生以上から高校生までの学校に通っている障害児が学校の帰りや土曜日、日曜

日、祭日などの学校休業日や夏休み、冬休みなどの長期休暇に利用する通所訓練施設。 

  根拠法令… 児童福祉法（平成２４年４月１日改正） 

 

 

① 事業所が急増した。 

② 専門職でなくても開設できる。 

③ 今後の報酬改正で撤退する事業所があるのではないか。 

 

事例 資産家家族が土地を活用するために、放課後等デイサービス事業に参入したケース。 

 

⇒ 放課後等デイサービスを単なる子どもの預かり施設として認識してはならない。すな

わち、障害児の療育という極めて専門性が高い事業なのだから、専門職を配置し、安定

した雇用で職員が継続して働けるような仕組み作りが必要ではないか。 
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ὡ ► ǵ ͈  Ħǚǵ ǶƲɌɶ Ʌɶ 
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資料２－１① 

Ⱳ ὡЃɵ ► ᴣ ȠɱȯɶɆ  

【プロフィール】 

（１）年代・性別 

 

（２）採用・勤務形態 

 

（３）担当業務年数、福祉業務経験年数 

 

Ħ ►₴ Ƕ ₴ǓẉǖƲ ҵǵ ₴ ȉ ǋƳ
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資料２－１② 

【担当業務の状況、職場環境、労働条件等】 

（４）残業時間、残業業務、残業代の申請割合 

 

Ħ ҊǓ ȉẉǖǱǪǭǋȒƳů̊ẆǶȳɶɑȷ ǯ ǏȐȓƲȳɶɑȷ Ǔẉ

ǖǉȒǚǯǓȖǒȒƳ 

 

 

（５）業務の量や難易度 
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資料２－１③ 

（６）有給休暇取得状況 

 

【健康状態等】 

（７）健康状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ħ ǵβ∆ Ǔ ǖǱǖƲ ҵǵᶩ ◙Ǔβ∆ǲר ǞǭǋȒǯ ǟȒ˲Ƕ

ȉǋȒƳ 
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